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研究成果の概要（和文）：本研究は、国立国語研究所『日本語歴史コーパス』内の洒落本資料について、会話部
分の話者情報に関する情報を具体化・精密化し、既存の文書情報・形態論情報と連動させて高度なデータ収集を
行うことのできる環境を整え、近世後期における江戸語・上方語の口語資料の言語を、主に位相的・数量的な面
から分析し、その使用状況を明らかにすることを目指した。結果、洒落本コーパスの話者情報の整備に関して
は、29年度末に国立国語研究所より公開されたデータに反映させることができた。また、研究期間内において、
試論的なものや本研究に着想を得たものを発表・論文化した。現在、引き続き本研究の成果を活用した論文執筆
を行っている。

研究成果の概要（英文）：This research annotated and refined the speaker information from 
conversation segments in the corpus of Share-Bon in CHJ. In addition, I prepared an environment to 
perform advanced data collection in conjunction with text and morphological information. I aimed to 
analyze the language of colloquial documents from Edo and Kamigata in the late Edo period using this
 information.
     This research achieved the following results. On completion, I cooperated with the National 
Institute for Japanese Language and released the corpus of Share-Bon in CHJ with detailed, written 
speaker information. Moreover, I made research presentations and wrote papers in an attempt, and I 
am still writing papers.

研究分野：日本語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
近世期は、士農工商に代表される職業の別、
男女の別、出身地域の別等、現代に比べ各位
相の間により大きな開きがあり、このような
位相・地域差は言語にも反映される。近世期
の言語状況を正確に分析・記述するためには、
発話者の社会的・生得的情報を考慮に入れる 
ことが望まれる。 
このような話者の社会言語学的な情報に
配慮した研究は、これまで主として、敬語表
現や職分（たとえば「遊里語」「武家語」な
ど）等の特定の表現について行われてきた。 
その一方で、敬語形式以外の、例えば語彙
の選択、文法形式、感動詞の使用等、様々な
表現が話者の位相に左右されることも、容易
に想像される。代表者はこれまで近世～近代
語の副詞の研究に従事しきたが、その中で、
明治期の「ほんに」は女性や遊里関係者の使
用に偏ること（市村 2014）などを指摘した
ことがある。敬語や特定の階層の言葉以外に
も、さまざまな面で位相差・地域差等が見込
まれるのである。 
しかし、近世期の語彙・文法に関する多く
の研究では、用例に「会話」「地の文」の別、
話者名等の情報が挙げられはするものの、個
別的に分析されるというのが、現状どちらか
といえば一般的であろう。従来の「手集計」・
索引の利用・限られた電子化資料の文字列検
索では、用例の収集・整理自体に膨大な手間
がかかるうえ、同一話者全体の使用状況を確
かめる等を行うためには、改めて本文を確認
して話者に関する記述を収集しなおす必要
があり、データ構築が極めて煩雑である。こ
のような状況では、分析者の「勘」に頼って
調査を進める他なく、確実な結果が出そうな
テーマでもないかぎりは、データ集計のコス
トをかけることに慎重にならざるを得ない
であろう。 
しかし近年、国立国語研究所において『日
本語歴史コーパス』が開発され、代表者が携
わってきた『江戸時代編Ⅰ洒落本』も公開が
予定されている状況であった。これにより用
例収集自体の煩雑さは克服されることが予
測され、上述の問題に関して光明がみえはじ
めた。ただ、本コーパスを用いても、当初の
仕様では話者に関する必要な情報を得るこ
とはできず、社会言語学的観点からの計量分
析等はなおも難しい状況であることが予想
された。予定されたコーパスの仕様に加え、
上述のような近世後期語研究に必要な情報
をいかに分析の俎上に載せるかが課題とし
て残っていた。 
そのような状況に鑑み、本研究では、上記
のように、「近世日本語研究ならでは」では
ないにせよ、近世語研究上特に必要とされる
話者に関する情報を、既存のコーパスの仕様
にプラスアルファする形で表現し、またそれ
を利用して近世後期語のいくつかの側面に
ついて分析を試みることとした。 

 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、国立国語研究所で構築中
の『日本語歴史コーパス』内の洒落本資料を
対象とするコーパスについて、会話部分の話
者情報に関する情報を具体化・精密化するこ
とによって、既存のタグ情報・形態論情報と
連動した高度なデータ収集を行うことので
きる環境を整え、近世後期における江戸語・
上方語の口語資料の言語を、主に位相的・数
量的な面から分析し、その使用状況の特徴を
明らかにすることであった。 
期間内では、具体的に下記の２点を目指し
た。 
まず第１に、『日本語歴史コーパス』洒落
本編に対する話者情報の記述追加と、そのデ
ータの公開である。 
『日本語歴史コーパス江戸時代編』収載の
洒落本各作品に関して、作品内の各話者に関
する情報を収集し、研究に有用な情報を検討
する。その上で、『日本語歴史コーパス江戸
時代編Ⅰ洒落本』に話者情報の記述を加える。
具体的には、表記を統一した話者・性別・使
用言語の地域・身分(職業)・年齢等を調査し
たうえで、XML タグに記述し、検索ツール
上で単語情報と共に表示させる。データは
『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』
とともに公開することを目指すこととした。
下図に、構想時におけるデータのイメージを
示す(図１)。 
 
図１ 研究計画時にHimawari版での「洒落
本コーパス」を想定したイメージ図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、話者情報の収集・記述を行うと同時
に、話者情報に基づいた研究を行う上で有用
な近世後期口語資料で、『日本語歴史コーパ
ス江戸時代編Ⅰ洒落本』の当初案に含まれな
いもの数作品を選定し、「日本語歴史コーパ
ス」洒落本編と同じ仕様・同じ形式でデータ
を構築することを目指した。 
第２に、構築したコーパスの話者情報を利
用し、近世後期江戸語・上方語の研究を行う
ことである。 



構築したデータを基に、近世後期江戸語・
上方語の語彙・文法形式等について、いかな
る位相差・地域差があるかを分析することを
試みた。具体的には、助詞・助動詞や副詞に
関して、使用者の属性による使用状況の特徴
等を明らかにする、またはそのような試みを
示すことを目指した。 
本研究の遂行により、次のような学術的結
果と意義が予想された。 
『日本語歴史コーパス』では、基本仕様と
して、品詞や活用など単語（短単位）に関す
る情報が付与されている。本研究ではこの
『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』
のデータに、話者に関する社会言語学的情報
を別に調査して連動させ、語を検索と同時に
その語を含む会話の話者情報を電子テキス
ト上で取得可能にすることで、あらゆる語に
関する話者の位相を知り、計量的に分析する
ことが可能となる。これは既存の日本語歴史
資料を対象としたテキストデータ・コーパス
では行われなかった試みであった。そして話
者情報と単語情報との複合的な計量分析を
行うことにより、敬語や遊里語等はもちろん、
様々文法形式や語彙に関する社会言語学的
な状況について明らかにする端緒を得るこ
とが可能となろう。 
また、単語情報からだけでなく話者情報か
らの調査も可能になるため、ある登場人物、
あるいはある地域の話者全体、あるいは女性
全体といった、従来難しかったある話者や話
者集団全体の使用語を対象とした計量的な
分析を行うことが可能となり、「作者が登場
人物をどう描いたか」というような文学的な
分析も含め、多面的な言語の使用状況を明ら
かにすることが可能となることが予想され
た。 
本研究における研究成果を公開すること
により、本研究以後の日本語史研究・方言研
究等に対する大きな貢献が見込まれるとと
もに、長期的視野で見れば、近世文学、江戸
文化史、風俗史など、洒落本を研究対象とす
る同時代の関連諸分野への貢献も予想され
る。 

 
３．研究の方法 
 
本研究で行ったのは大きく以下の3点であ
る。 
①『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落
本』洒落本編に対する話者情報データの
構築 
②話者情報の利用に適した作品の捜索と
データ化 
③コーパスの話者情報を利用した近世後
期上方語・江戸語の研究 
このうちデータ構築に関しては、代表者が
計画・管理を行い、データの入力作業・確認
について、歴史的資料を扱った経験のある大
学院生・修了生に作業を依頼した。また、デ
ータの分析・研究成果の公開に関しては、代

表者が中心となって、代表者が常葉大学教育
学部に転出した後も、共同研究プロジェクト
「通時コーパスの構築と日本語史研究の新
展開」の共同研究員として、国立国語研究所
との連携のもと行った。 
初年度はまず、①『日本語歴史コーパス江
戸時代編Ⅰ洒落本』に対する話者情報のデー
タの構築に関して、代表者がいかなる情報を
付与するのが妥当かを検討し、『日本語歴史
コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』の試作版 XML
データでの話者情報データ構築作業の試行
に着手した。この過程で、話者情報の内「年
齢」に関しては、作品本文に記述された年齢
を詳細に拾い上げていくのはコストが大き
いと判断し、「子供」「老人」の別程度にとど
めることとした。 
そして、『日本語歴史コーパス江戸時代編
Ⅰ洒落本』に選定されることが見込まれた作
品について、試作品への話者情報付与の試行
を経て、『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ
洒落本』の XML 構築が完了した作品から、大
学院生１名に依頼し、順次話者情報データの
構築に着手した。 
②話者情報の利用に適した作品の捜索と
データ化に関しては、版本の確保や、画像リ
ンクの利用可能性など、コーパスに追加する
に適した作品として『総籬』『仕懸文庫』『辰
巳婦言』を選定し、入力仕様を検討するとと
もに、入力の元となる翻刻資料の選定と準備
資料の作成を行い、テキストデータを構築し
た。入力が終わったデータのうち前者２作品
は、市村他（2012）等で示した仕様を改良し
て XML での構築を行い、同様に話者情報の追
加記述を行った。 
平成 28 年度以降は、引き続き、以下を行
った。 
①『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落
本』に対する話者情報のデータの構築に関し
ては、『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒
落本』構築の作業の進捗状況に合わせ、デー
タ構築予定の作品について、話者情報のデー
タ構築作業を行った。 
 その後、公開に向けてデータの調整・確認
作業を行い、平成 29 年度末の 3月までに『日
本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』の一
部として Web 上で公開した。 
②話者情報の利用に適した作品の捜索と
データ化に関しては、『総籬』『仕懸文庫』の
2 作品について、データの調整・確認作業を
行い、平成 29 年度末の 3 月に『日本語歴史
コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』の一部として
Web 上で公開した。 
③コーパスの話者情報を利用した近世後
期上方語・江戸語の研究に関しては。データ
構築が完了したものについて、副詞について
地域差やその他の情報に着目して分析する
とともに、助詞・助動詞や地域差の調査等を
行い、論文や利用法の解説等を執筆した。ま
た、データ構築に関する論文の投稿や研究発
表、およびエントリー等を行った。 



 
４．研究成果 
 
 本研究の研究成果として、本研究で作成し
た話者情報を収載した洒落本のコーパスを
構築・公開したことが大きい。 
 まず、試作版として、2015 年 10 月に『ひ
まわり版「洒落本コーパス」Ver. 0.5（『江
戸時代編Ⅰ洒落本』試行版）』を作成し、公
開した。これは、大坂を舞台とする『聖遊郭』
（内題「雪月花」・宝暦７・著者不明）、京都
を舞台とする『河東方言箱まくら』（文政５・
大極堂有長）、江戸を舞台とする『花街鑑』（文
政５・鼻山人）を対象とし、文書情報・形態
論情報に話者情報を加え、さらに国語研所蔵
の版本との画像リンクを行い、コーパス検索
ツール「Ｈｉｍａｗａｒｉ」（山口・田中 2005）
に対応させたものである。代表者は、当時国
語研のコーパス開発担当者として従事して
いたが、文書情報・形態論情報・話者情報・
参照用画像が付与されたコーパスという、当
時構想したデータのモデルを示したもので
あった。 
 この試行データの構築に大きな問題が生
じなかったため、作品数を広げ、本研究で作
成した『総籬』『仕懸文庫』も含め、同様の
情報をもって、形態論情報の判断基準を改善
するなどし、中納言形式で公開したのが、『日
本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落本』であ
る。京都・大坂・江戸を舞台とする洒落本各
10 作品、計 30 作品を対象とし、約 22万短単
位の規模で、文書情報・形態論情報・話者情
報がそろい、また多くの作品につき参照用画
像へのリンクも付されている（図２）。 
 近世後期口語の基礎資料として、また「通
時コーパス」における近世期の資料として、
大きく活用されることが見込まれる資料と
なった。 
 また、このデータ構築に関して、データ構
築を進める上での展望を示したもの、留意点
や問題点等を示したもの、洒落本テキストの
多様性と形態素解析について論じたものな
ど、各種の学会発表および論文執筆を行った。 
 データを利用した研究として、副詞を対象
とした、代表者の博士論文をはじめとする一
連の研究がある。加えて、本研究に着想を得
て、近代初期の小説を対象とし、「ほんに」「じ
つに」「まことに」という 3 種類の副詞に関
して話者の男女をもとに集計し、分析した論
文を発表した。 
また、研究期間内の刊行には至らなかった
ものの、助動詞を対象として話者の地域別に
分類した、コーパス利用に関するテキストや、
江戸時代の語彙をテーマとして本研究で構
築したデータを利用して語彙の諸側面につ
いて論じたものについて執筆し、刊行の準備
を進めているところである。 
 
図２『日本語歴史コーパス江戸時代編Ⅰ洒落
本』検索結果画面例（上は左部、下は右部で、

話者情報等の表示箇所） 

 
今後さらに、データの誤りを見直し、コー
パスを改善（可能ならば拡張）しながら、次
期研究課題においても活用していきたい。 
また本研究で得た話者情報付与の手法を
他のコーパスに応用するなどし、本研究の成
果を発展・継承させていきたいと考えている。 
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